
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
７
２
回 

 

行
仙
宿
→
東
屋
岳
間
の
奥
駈
道
巡
視
・
整
備 

 

◇
実
施
日 

４
月
１
０
日
（
日
） 

 
 
 
 

晴 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、
湯
川
一
郎
、
内
野
井
愼
搾
、

ブ
ラ
ン
ド
ン
・
リ
ム
ス
テ
ッ
ド
、
西
克
、
乾
克
己
、
梶
野
照
雄
、

志
岐
敬 

１
０
名 

 

春
季
の
巡
視
も
今
回
で
５
回
目
と
な
る
。
今
回
、
高
階
（
美
）、
大
江
（
加
） 

の
お
二
人
が
怪
我
で
、
生
熊
（
千
）
さ
ん
は
地
域
行
事
へ
の
参
加
が
あ
っ
て
女 

性
陣
の
参
加
は
無
し
。 

当
日
朝
７
時
半
過
ぎ
、
新
宮
組
４
名
、
熊
野
の
西
さ
ん
と
下
葛
川
の
ブ
ラ
ン
ド

ン
君
の
６
名
が
２
１
世
紀
の
森
入
り
口
に
集
ま
る
。
車
４
台
で
Ｒ
４
２
５
の
東

屋
岳
登
山
口
に
向
か
う
。
今
回
は
行
仙
宿
か
ら
の
一
方
通
行
な
の
で
、
車
３
台

を
国
道
わ
き
に
デ
ポ
し
、
沖
崎
車
に
６
人
が
乗
り
込
み
行
仙
宿
登
山
口
に
向
か

う
。
白
谷
ト
ン
ネ
ル
の
手
前
に
通
行
規
制
の
看
板
が
あ
っ
て
、
６
月
末
ま
で
ト

ン
ネ
ル
の
補
修
工
事
が
行
わ
れ
時
間
制
限
の
通
行
止
め
に
な
る
よ
う
だ
。 

 

池
郷
林
道
や
釈
迦
ケ
岳
の
太
尾
登
山
口
に
向
か
う
林
道
は
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
国
道
３
０
９
号
が
崩
土
通
行
止
め
、
前
鬼
村
道
が
ト
ン
ネ
ル

補
修
工
事
で
時
間
規
制
と
、
大
峰
山
脈
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
満
身
創
痍
の
状
態

だ
。 

 

行
仙
宿
登
山
口
で
は
児
嶋
、
乾
の
お
二
人
が
早
く
も
モ
ノ
レ
ー
ル
収
納
庫
を

ど
う
作
る
か
と
検
討
中
だ
っ
た
。
集
合
時
刻
の
８
時
３
０
分
を
過
ぎ
て
も
梶
野

車
が
や
っ
て
こ
な
い
。
吉
野
山
の
桜
見
物
客
で
渋
滞
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と

の
声
で
皆
さ
ん
に
先
行
し
て
い
た
だ
き
、
沖
崎
が
一
人
で
待
機
す
る
。 

 

昨
日
、
今
日
と
２
５
℃
を
越
え
る
気
温
で
、
湯
川
、
ブ
ラ
ン
ド
ン
の
二
人
は

Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
で
登
っ
て
行
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
梶
野
、
志
岐
の
二
人
が
到

着
。
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
車
し
て
終
点
に
着
い
た
。
ほ
ぼ
同
時
に
歩
き
組
も
到
着

し
、
大
き
な
遅
れ
は
無
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

“
杭
ま
る
”
を
運
ぶ 

 
 
 

行
仙
宿
を
出
発 

 
 
 

 
 

 

捲
き
道
分
岐 

 

第
２
ベ
ン
チ
に
デ
ポ
さ
れ
て
い
る
電
源
開
発
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

“
杭
ま
る
”
２
０
本
を
分
担
し
て
上
の
伐
採
地
ま
で
運
ぶ
。
各
々
２
本
ほ
ど
だ

が
、
内
野
井
君
は
一
束
１
０
本
を
そ
の
ま
ま
で
担
ぎ
上
げ
た
。
２
０
㎏
は
あ
っ

た
だ
ろ
う
。 

 

【
笠
捨
山
・
地
蔵
岳
捲
き
道
班
】 

 

行
仙
宿
小
屋
に
着
い
た
が
、
予
定
時
刻
を
少
し
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。 

小
屋
内
外
を
見
回
り
、
午
前
９
時
４
５
分
に
出
発
す
る
。
笠
捨
山
捲
き
道
分
岐



で
捲
き
道
班
の
梶
野
、
志
岐
、
湯
川
の
３
人
と
別
れ
、
７
人
で
笠
捨
山
を
目
指

す
。
分
岐
か
ら
の
急
登
も
な
ん
と
か
ク
リ
ア
ー
す
る
。
こ
こ
も
倒
木
は
無
し
、

道
荒
れ
も
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
先
も
異
常
は
な
さ
そ
う
だ
。 

小
屋
か
ら
３
０
分
少
々
の
所
で
、
東
側
の
崖
に
転
落
防
止
用
の
ロ
ー
プ
を
設
置

し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
ロ
ー
プ
を
補
修
し
た
以
外
、
こ
れ
と
言
っ
た
作
業
は 

無
か
っ
た
。
児
嶋
さ
ん
一
人
だ
け
が
テ
ー
プ
の
マ
ー
キ
ン
グ
に
忙
し
い
。 

 
 

 
 

 

捲
き
道
分
岐
か
ら
の
急
登 

 
 
 
 
 

 
 
 

ロ
ー
プ
を
補
修 

山
頂
ま
で
後
５
分
と
言
う
と
こ
ろ
で
「
葛
川
辻
に
着
い
た
」
と
梶
野
君
か
ら
電 

話
が
入
る
。
約
２
時
間
を
要
し
て
笠
捨
山
山
頂
に
到
着
。
昨
年
は
１
時
間
５
０ 

分
、
一
昨
年
ま
で
は
１
時
間
４
０
分
。
や
れ
や
れ
段
々
と
笠
捨
が
遠
く
な
っ
て 

き
た
。
腹
は
減
る
し
飯
は
食
い
た
い
が
、
昼
食
を
予
定
し
て
い
る
合
流
地
点
の 

２
６
番
鉄
塔
へ
急
い
で
下
る
。
１
２
時
４
０
分
、
よ
う
や
く
２
６
番
鉄
塔
に
着

き
昼
食
に
あ
り
付
け
た
。
食
後
は
今
日
も
児
嶋
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
を
頂
く
。
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

地
蔵
岳
も
山
頂
と
捲
き
道
の
２
班
に
分
か
れ
て
行
動
す
る
。 

沖
崎
、
濱
野
、
乾
、
湯
川
の
４
名
が
捲
き
道
を
、
他
の
６
名
が
山
頂
経
由
で
東

屋
岳
に
向
か
う
。 

 
 

 
 

 

２
６
番
鉄
塔
に
着
く 

 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 

 
 

東
屋
岳
に
登
る 

 

地
蔵
岳
の
捲
き
道
は
昨
年
通
っ
た
時
よ
り
も
状
態
は
良
く
な
っ
て
い
た
。 

電
源
開
発
が
工
事
の
た
め
に
整
備
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
踏
み
跡
も
し
っ

か
り
し
て
、
目
印
の
テ
ー
プ
も
増
え
て
い
る
。
道
迷
い
の
不
安
は
無
く
順
調
に

石
碑
の
所
ま
で
来
た
。
右
手
の
水
場
に
水
は
全
く
無
し
。
水
場
と
し
て
の
役
目

は
今
後
も
期
待
で
き
な
い
。 

 

奥
駈
道
に
登
り
返
す
杉
桧
の
木
々
の
間
に
道
ら
し
い
道
は
無
く
、
踏
み
跡
ら

し
き
も
の
が
複
数
見
ら
れ
る
。
登
り
な
が
ら
ス
プ
レ
ー
缶
で
丸
印
を
付
け
て
誘

導
を
明
確
に
し
た
。
３
０
分
ほ
ど
で
奥
駈
道
に
合
流
、
７
～
８
分
後
に
山
頂
班

も
到
着
し
て
全
員
が
揃
い
目
の
前
の
東
屋
岳
に
向
か
っ
た
。 

四
阿
宿
に
到
着
、
児
嶋
さ
ん
は
東
屋
岳
か
ら
Ｒ
４
２
５
へ
向
か
う
道
に
ロ
ー
プ

を
張
り
、
梶
野
君
は
Ｒ
４
２
５
と
奥
駈
道
の
標
識
２
枚
を
設
置
し
た
。 

 

５
５
分
で
Ｒ
４
２
５
に
下
山
、
今
日
の
行
程
で
も
大
き
な
異
常
は
見
当
た
ら



ず
、
こ
れ
で
行
仙
宿
以
南
の
奥
駈
道
巡
視
は
完
了
し
た
。 

皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。
た
く
さ
ん
ミ
カ
ン
を
頂
き
、
西
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

行
仙
宿09

：45

→09

：56
捲
き
道
分
岐
→10

：25

ロ
ー
プ
補
修
個
所
→11

：

55

笠
捨
山
→12

：40

２
６
番
鉄
塔13

：16

→14

：15

奥
駈
道
石
柱
→14

：3
4

四
阿
宿14

：45

→15

：40

Ｒ
４
２
５ 

 

【
笠
捨
山
捲
き
道
・
地
蔵
岳
班
】 

 
 

 
 

 

要
補
修
個
所 
 

 
 

２
４
番
鉄
塔
で
工
事
中 

 
 
 

 

倒
木
の
切
除 

 

捲
き
道
分
岐
で
笠
捨
山
班
と
別
れ
梶
野
、
志
岐
、
湯
川
の
３
人
で
捲
き
道
を

進
む
。
杭
が
緩
ん
で
桟
木
が
外
れ
て
い
る
箇
所
が
４
～
５
ヶ
所
確
認
で
き
る
。 

土
が
柔
ら
か
い
の
で
谷
側
の
杭
は
す
ぐ
に
緩
ん
で
し
ま
う
。
以
前
生
熊
さ
ん
が

補
給
路
で
施
工
し
た
よ
う
に
、
山
側
に
杭
を
打
ち
ワ
イ
ヤ
ー
で
谷
側
の
杭
を
支

え
る
方
法
を
試
し
て
み
る
の
も
よ
い
か
と
思
う
。 

２
４
番
鉄
塔
の
ベ
ン
チ
で
休
憩
す
る
。
鉄
塔
の
上
の
方
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
き

た
。
送
電
線
の
工
事
は
こ
の
鉄
塔
で
行
わ
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

太
く
て
切
れ
な
か
っ
た 

 
 

２
６
番
鉄
塔
に
到
着 

 
 
 

第
１
７
靡
槍
ヶ
岳 

小
屋
か
ら
約
一
時
間
、
枯
れ
た
杉
が
倒
れ
て
道
を
塞
い
で
い
る
。
直
径
は
２
０

㎝
程
度
な
の
で
２
ヶ
所
を
切
っ
て
通
行
を
確
保
す
る
。
１
０
数
分
歩
く
と
再
び

道
を
塞
ぐ
倒
木
が
あ
っ
た
。
枯
れ
た
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
で
直
径
が
３
０
㎝
程
あ
り
、

バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
は
切
断
で
き
ず
、
先
端
を
切
る
だ
け
に
と
ど
め
た
。 

そ
の
後
は
倒
木
や
道
の
異
常
は
無
く
、
２
時
間
か
か
ら
ず
に
葛
川
辻
に
着
い
た
。 

沖
崎
さ
ん
に
連
絡
し
よ
う
と
無
線
機
の
マ
イ
ク
を
握
っ
た
が
、
充
電
不
足
で
送

信
で
き
ず
、
携
帯
電
話
が
通
話
可
能
だ
っ
た
の
で
電
話
で
葛
川
辻
到
着
を
連
絡

す
る
。
２
６
番
鉄
塔
ま
で
進
ん
で
笠
捨
山
班
を
待
た
ず
に
昼
食
を
摂
る
。 

素
晴
ら
し
い
快
晴
で
釈
迦
ケ
岳
や
八
人
山
も
よ
く
見
え
て
い
る
。
行
仙
岳
の
中

継
所
跡
建
物
も
は
っ
き
り
見
え
る
。
１
２
時
４
０
分
笠
捨
山
班
が
到
着
し
、
食



後
は
地
蔵
岳
の
捲
き
道
と
山
頂
に
分
か
れ
て
出
発
す
る
。 

山
頂
班
は
梶
野
、
志
岐
、
内
野
井
、
ブ
ラ
ン
ド
ン
、
西
、
児
嶋
の
６
名
で
、
ブ

ラ
ン
ド
ン
、
西
の
２
名
が
初
め
て
こ
こ
を
通
過
す
る
。 

 
 

 
 

 

ク
サ
リ
の
取
り
付
け
部 

 
 

地
蔵
岳
西
の
ク
サ
リ
場 
 
 

 
 

四
阿
宿 

 

昨
年
児
嶋
さ
ん
が
チ
ェ
ー
ン
の
取
り
付
け
を
点
検
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、

今
回
は
取
り
付
け
部
を
立
木
か
ら
岩
に
変
更
で
き
る
か
を
調
査
し
た
。 

丈
夫
な
岩
が
あ
り
取
り
付
け
を
変
更
で
き
る
個
所
も
あ
る
が
、
数
カ
所
は
取
り

付
け
部
に
岩
が
無
く
、
現
状
を
維
持
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
設
置
さ
れ
て
い

る
ク
サ
リ
に
異
常
は
無
か
っ
た
。 

地
蔵
岳
参
道
の
石
柱
に
着
い
て
捲
き
道
班
と
合
流
、
東
屋
岳
に
向
か
っ
た
。 

四
阿
宿
で
標
識
２
本
を
設
置
し
、
Ｒ
４
２
５
へ
降
り
た
。 

ブ
ラ
ン
ド
ン
と
は
こ
こ
で
お
別
れ
、
残
り
の
９
名
が
西
、
湯
川
車
に
分
乗
し
て

行
仙
宿
登
山
口
に
向
か
っ
た
。
途
中
の
行
仙
岳
登
山
口
に
設
置
さ
れ
た
池
郷
林

道
通
行
止
め
の
看
板
を
取
り
外
し
た
。 

（
記
；
梶
野
） 

  

 
 

 
 

 

標
識
設
置 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

通
行
止
め
看
板
を
取
り
外
す 

行
動
タ
イ
ム 

 09

：45

捲
き
道
分
岐
→10

：22

２
４
番
鉄
塔
→11

：40

葛
川
辻
→12

：00

２

６
番
鉄
塔

13

：1
6

→13

：37

槍
ヶ
岳
→13

：53

地
蔵
岳
→14

：34

四
阿
宿

14

：45

→15

：40

Ｒ
４
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５15

：56

→16

：07

行
仙
宿
登
山
口 


